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  序章  
 １ 本論文の背景と目的 
 ２ 本論文と構成 
  第1章  公的扶助制度の形成と福祉国家体制における位置づけ 
    第1節 日本における公的扶助制度 
 １ 大宝律令 
 ２ 大宝律令以降の公的救済 
 ３ 恤救規則の制定 
 ４ 救護法の制定 
 （１） 救護法の特色 
 （２） 他制度への分散 





 ６ 救貧から防貧へ 
    第2節 イギリスにおける貧困者対策の変遷 
 １ ヘンリー8世による救貧政策 
 ２ エリザベス救貧法 
 ３ ギルバート法における院外救済 
 ４ スピーナムランド法の功罪について 
 ５ 新救貧法の制定 
 ６ ベヴァリッジ報告による社会保障制度の確立 
 ７ サッチャリズムと福祉国家再編 
 ８ ブレアによる「第三の道」政策 
 ９ 小括 
    第3節 福祉国家再編過程における福祉制度の位置づけ 















  第2章  都市貧困層の形成分析 
    第1節 貧困概念の整理 










    第2節 絶対的貧困基準 
 １ ラウントリーによる「絶対的貧困基準」という考え方 






    第3節 相対的貧困基準への移行 
 １ 相対的貧困基準とは 
 ２ タウンゼントによる相対的剥奪 
 ３ 合意基準アプローチによる分析 
 ４ 小括 
    第4節 貧困に陥る要因分析 




 （４）非正規雇用   
 （５）小括 抜け出せない要因 
  第3章 都市貧困層の諸相（都市貧困層の類型化） 
    第1節 生活保護受給世帯 
 １ 世帯数等 
 ２ 保護人員及び保護率  
 ３ 保護開始・廃止の主な理由 
 ４ 東京都における生活保護の現状 
 （１） 受給者数の推移と内訳 
















    第2節 ホームレス 
 １ ホームレスとは 
 ２ ホームレス数 
 ３ 居住実態 
 ４ 年齢等 




 ６ 野宿の期間 
 ７ 仕事と収入の状況 
 ８ 今後の生活について  
    第3節 住居喪失不安定就労者 
 1 住居喪失不安定就労者とは 
 ２ 概数等 
 ３ 住居喪失の理由 
 ４ 生活状況 
    第4節 都市の貧困地域（スラム）に居住する人々 
 １ 都市スラムの形成過程 
 ２ 近代東京における都市スラム 





 ４ 都市スラムの消滅と継承 
 ５ 現代の山谷地域（寄せ場） 
  第4章 支援政策の現状及び課題 
5 
 
    第1節 公的扶助制度（無料低額宿泊所） 
    第１節 生活保護制度 
 １ 日本の社会保障制度 
 ２ 制度の目的と課題  


















 ７ 小括 
    第2節 ホームレス自立支援システム 
 １ 自治体の取組み及びホームレス自立支援法について 














 ５ 今後の方向性について 
 
  第5章 求められる支援政策 
    第1節 新たな公的扶助制度の枠組み 
 １ 国庫負担割合の変更 
 ２ 効果的な執行体制 
 ３ 補足性の原理の見直し 
 ４ 専門性の担保 
 ５ ケースワーク業務の一部委託 
 ６ 適切な人員配置 
    第2節 無料低額宿泊所に対する支援 









 ３ 小括 
    第3節 貧困防止の社会化 
 １ 公共サービスの担い手について 







 ３ ＮＰＯとの協働 






  終章 










































































































では、「１ ホームレスとは」、「２ ホームレス数」、「３ 居住実態」、「４ 年齢等」が説明された後、
「５ ホームレスになる前の状況」として、「（１）居住環境」、「（２）野宿生活前の職業」、「（３）野宿生























































な公的扶助制度の枠組」では、「１ 国庫負担割合の変更」、「２ 効果的な執行体制」、「３ 補足性




































































執行体制」、「３ 補足性の原理の見直し」、「４ 専門性の担保」、「５ ケースワーク業務の一部委
託」、「６ 適切な人員配置」の６点についての政策提言は、高く評価できると考えられる。上に述べ
た実務家の研究としての成果という側面としても考えられるが、実務家であれば誰でも考えつくとい
う政策提言ではないことはいうまでもない。研究という目的を常に頭に入れながら実務・実態を批判
的に検討するという研究態度と実務態度があってはじめてなしえることであると考えられる。 
 さて、以上述べた３点について、本論文は高く評価できるとはいえ、課題として指摘すべき点もあ
る。口述審査の場で指摘された点を以下に箇条書きする。 
 まず第１に、……以下略。 
 第２に、……以下略。 
 第３に、……以下略。 
 以上、３点の課題を指摘してきたが、こうした課題があるとはいえ、審査小委員会としては、本論
文がオリジナリティを備えた、価値ある研究業績であり、博士の学位を授与するに値する業績であ
ると認めるものである。 
 
４ 口頭試問 
 
 審査小委員会は、2014年7月22日に元田宏樹氏の口頭試問を実施し、その論文を中心とし、そ
れに関連のある学識確認の試問を行った結果、同氏が博士学位の授与に値する学識と研究能力
を持っていると判定した。 
 
５ 結論 
 
 以上を踏まえ、本審査小委員会は、元田宏樹氏が、研究能力並びに学位論文に結実した研究
成果の到達度の両面において、博士（公共政策学）の学位を受けるに十分値するものと判断した。 
 
以上 
 
